
(57)【要約】

　【課題】伸縮速度が速くても充分な減衰力を発生可能

な電磁緩衝器を提供することである。

　【解決手段】　第１の筒２内に摺動自在に挿入される

第２の筒５内に設けた螺子ナット４と、螺子ナット４内

に回転自在に螺合され第１の筒２に回転自在に連結され

る螺子軸３と、モータ１とで、電磁力による減衰力を発

生するとともに、第１の筒２の外方に第２の筒５に連結

されるシリンダ２０を設け、第１の筒２の外周に設けた

環状のピストン２１でシリンダ２０内を作動油Ｏが充填

される上室Ｒ１と下室Ｒ２とに区画するとともに、上室

Ｒ１と下室Ｒ２とを連通する通路３０の途中に減衰弁３

１を設けて、伸縮速度が速くなった時の電磁力で発生さ

れる減衰力の低下分を、減衰弁を通過する作動油Ｏの圧

力損失により発生する減衰力で補うこととした。

　【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 筒 と 、 第 １ の 筒 内 に 摺 動 自 在 に 挿 入 さ れ る 第 ２ の 筒 と 、 第 ２ の 筒 内 に 設 け た 螺 子 ナ
ッ ト と 、 螺 子 ナ ッ ト 内 に 回 転 自 在 に 螺 合 さ れ 第 １ の 筒 に 回 転 自 在 に 連 結 さ れ る 螺 子 軸 と 、
モ ー タ と を 備 え 、 モ ー タ の 電 磁 力 で 第 １ の 筒 と 第 ２ の 筒 の 相 対 移 動 を 抑 制 す る 電 磁 緩 衝 器
に お い て 、 モ ー タ が 、 螺 子 軸 に 連 繋 す る コ イ ル も し く は 磁 石 の 一 方 と 、 コ イ ル も し く は 磁
石 の 一 方 に 対 向 す る コ イ ル も し く は 磁 石 の 他 方 と で 構 成 さ れ 、 第 １ の 筒 の 外 方 に 第 ２ の 筒
に 連 結 さ れ る シ リ ン ダ を 設 け 、 第 １ の 筒 の 外 周 に 設 け た 環 状 の ピ ス ト ン で シ リ ン ダ 内 を 作
動 油 が 充 填 さ れ る 上 室 と 下 室 と に 区 画 す る と と も に 、 上 室 と 下 室 と を 連 通 す る 通 路 を 設 け
、 当 該 通 路 に 減 衰 弁 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 電 磁 緩 衝 器 。
【 請 求 項 ２ 】
第 １ の 筒 と 、 第 １ の 筒 内 に 摺 動 自 在 に 挿 入 さ れ る 第 ２ の 筒 と 、 第 ２ の 筒 内 に 設 け た 螺 子 ナ
ッ ト と 、 螺 子 ナ ッ ト 内 に 回 転 自 在 に 螺 合 さ れ 、 第 １ の 筒 に 連 結 さ れ る 螺 子 軸 と 、 モ ー タ と
を 備 え 、 モ ー タ の 電 磁 力 で 第 １ の 筒 と 第 ２ の 筒 の 相 対 移 動 を 抑 制 す る 電 磁 緩 衝 器 に お い て
、 モ ー タ が 、 螺 子 ナ ッ ト に 連 繋 す る コ イ ル も し く は 磁 石 の 一 方 と 、 第 ２ の 筒 内 に 固 定 さ れ
る コ イ ル も し く は 磁 石 の 他 方 と で 構 成 さ れ 、 第 １ の 筒 の 外 方 に 第 ２ の 筒 に 連 結 さ れ る シ リ
ン ダ を 設 け 、 第 １ の 筒 の 外 周 に 設 け た 環 状 の ピ ス ト ン で シ リ ン ダ 内 を 作 動 油 が 充 填 さ れ る
上 室 と 下 室 と に 区 画 す る と と も に 、 上 室 と 下 室 と を 連 通 す る 通 路 を 設 け 、 当 該 通 路 に 減 衰
弁 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 電 磁 緩 衝 器 。
【 請 求 項 ３ 】
螺 子 ナ ッ ト と 、 螺 子 ナ ッ ト 内 に 回 転 自 在 に 螺 合 さ れ る 螺 子 軸 と 、 螺 子 軸 の 一 端 に 連 結 さ れ
る モ ー タ と を 備 え 、 モ ー タ の 電 磁 力 で 螺 子 ナ ッ ト と 螺 子 軸 の 軸 方 向 の 相 対 移 動 を 抑 制 す る
電 磁 緩 衝 器 に お い て 、 作 動 油 が 充 填 さ れ る 筒 体 を 設 け 、 当 該 筒 体 内 に 回 転 自 在 に 挿 入 さ れ
る 抵 抗 体 を 設 け 、 当 該 抵 抗 体 が 螺 子 軸 の 回 転 に よ り 回 転 可 能 と さ れ る こ と を 特 徴 と す る 電
磁 緩 衝 器 。
【 請 求 項 ４ 】
抵 抗 体 が 、 螺 子 軸 に 連 結 さ れ る 回 転 軸 と 、 回 転 軸 に 設 け た 複 数 の 羽 と で 構 成 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 磁 緩 衝 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 螺 子 ナ ッ ト に 螺 子 軸 を 回 転 自 在 に 螺 合 す る こ と に よ り 、 螺 子 ナ ッ ト を 介 し て
螺 子 軸 の 直 線 運 動 を モ ー タ の 回 転 運 動 に 変 換 す る 機 構 を 有 し 、 モ ー タ の 電 磁 力 で 減 衰 力 を
発 生 す る 電 磁 緩 衝 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
一 般 に 車 両 の 車 体 と 車 軸 と の 間 に 懸 架 バ ネ と 並 列 に し て 油 圧 緩 衝 器 を 介 在 さ せ た サ ス ペ ン
シ ョ ン が 知 ら れ て お り 、 こ の サ ス ペ ン シ ョ ン は 車 体 を 懸 架 す る と と も に 路 面 か ら の 振 動 等
の 入 力 を 減 衰 し て 車 両 の 乗 り 心 地 と 操 縦 性 を 向 上 さ せ 、 或 い は 車 体 の 変 位 を 抑 制 し て 車 高
を 一 定 に 保 持 し て い る が 、 近 年 、 油 、 エ ア や 電 源 等 を 必 要 と し な い 新 し い 電 磁 緩 衝 器 が 研
究 さ れ 、 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 電 磁 緩 衝 器 の 基 本 構 造 は 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト に 回 転 自 在 に 螺 合 し た 螺 子 軸 と 、 螺 子
軸 の 一 端 に 連 結 さ れ 電 極 を 短 絡 し た モ ー タ と 、 で 構 成 さ れ 、 螺 子 軸 に 対 し ボ ー ル 螺 子 ナ ッ
ト が 軸 方 向 に 移 動 す る と 、 螺 子 軸 と モ ー タ の シ ャ フ ト が 回 転 し 、 こ の シ ャ フ ト の 回 転 に よ
り 発 生 す る 誘 導 起 電 力 に よ っ て シ ャ フ ト 及 び 螺 子 軸 の 回 転 方 向 と 逆 向 き の ト ル ク を 上 記 ボ
ー ル 螺 子 ナ ッ ト の 直 線 運 動 を 抑 制 す る 減 衰 力 と し て 利 用 す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ２ ７ ５ ４ ３ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ ２ ３ ， 図 １ ）
【 非 特 許 文 献 １ 】 末 松 、 須 田 ， 「 自 動 車 に お け る 電 磁 サ ス ペ ン シ ョ ン の 研 究 」 ， 社 団 法 人
自 動 車 技 術 会 ， 学 術 講 演 会 前 刷 集 ， ２ ０ ０ ０ 年 ， Ｎ ｏ ４ － ０ ０
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 述 し た 従 来 の 電 磁 緩 衝 器 は 、 電 源 等 を 必 要 と し な い 点 で 非 常 に 有 用 で あ る が
、 以 下 の 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち 、 電 磁 緩 衝 器 は 、 減 衰 力 発 生 源 と し て モ ー タ を 使 用 す る が 、 特 に 交 流 モ ー タ や
三 相 ブ ラ シ レ ス モ ー タ を 利 用 す る 場 合 に は 、 モ ー タ の 回 転 速 度 が 高 く な る と 、 モ ー タ 内 の
コ イ ル に 流 れ る 電 流 の 大 き さ お よ び 方 向 の 変 化 が 激 し い の で 、 コ イ ル 自 身 の 自 己 イ ン ダ ク
タ ン ス お よ び 相 互 イ ン ダ ク タ ン ス の 影 響 に よ り モ ー タ が 発 生 す る ト ル ク が シ ャ フ ト の 回 転
速 度 に 比 例 せ ず 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し た が っ て 、 螺 子 軸 と ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト と の 軸 方 向 の 相 対 移 動 速 度 が 速 く な る 、 す な わ
ち 、 電 磁 緩 衝 器 の 伸 縮 速 度 が 速 く な る と 、 減 衰 力 不 足 を 招 来 す る 可 能 性 が あ る と 指 摘 さ れ
る 危 惧 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 の 不 具 合 を 勘 案 し て 創 案 さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る
と こ ろ は 、 伸 縮 速 度 が 速 く て も 充 分 な 減 衰 力 を 発 生 可 能 な 電 磁 緩 衝 器 を 提 供 す る こ と で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め 、 第 １ の 課 題 解 決 手 段 に お け る 電 磁 緩 衝 器 は 、 第 １ の 筒 と
、 第 １ の 筒 内 に 摺 動 自 在 に 挿 入 さ れ る 第 ２ の 筒 と 、 第 ２ の 筒 内 に 設 け た 螺 子 ナ ッ ト と 、 螺
子 ナ ッ ト 内 に 回 転 自 在 に 螺 合 さ れ 第 １ の 筒 に 回 転 自 在 に 連 結 さ れ る 螺 子 軸 と 、 モ ー タ と を
備 え 、 モ ー タ の 電 磁 力 で 第 １ の 筒 と 第 ２ の 筒 の 相 対 移 動 を 抑 制 す る 電 磁 緩 衝 器 に お い て 、
モ ー タ が 、 螺 子 軸 に 連 繋 す る コ イ ル も し く は 磁 石 の 一 方 と 、 コ イ ル も し く は 磁 石 の 一 方 に
対 向 す る コ イ ル も し く は 磁 石 の 他 方 と で 構 成 さ れ 、 第 １ の 筒 の 外 方 に 第 ２ の 筒 に 連 結 さ れ
る シ リ ン ダ を 設 け 、 第 １ の 筒 の 外 周 に 設 け た 環 状 の ピ ス ト ン で シ リ ン ダ 内 を 作 動 油 が 充 填
さ れ る 上 室 と 下 室 と に 区 画 す る と と も に 、 上 室 と 下 室 と を 連 通 す る 通 路 を 設 け 、 当 該 通 路
に 減 衰 弁 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 第 ２ の 課 題 解 決 手 段 は 、 第 １ の 筒 と 、 第 １ の 筒 内 に 摺 動 自 在 に 挿 入 さ れ る 第 ２
の 筒 と 、 第 ２ の 筒 内 に 設 け た 螺 子 ナ ッ ト と 、 螺 子 ナ ッ ト 内 に 回 転 自 在 に 螺 合 さ れ 、 第 １ の
筒 に 連 結 さ れ る 螺 子 軸 と 、 モ ー タ と を 備 え 、 モ ー タ の 電 磁 力 で 第 １ の 筒 と 第 ２ の 筒 の 相 対
移 動 を 抑 制 す る 電 磁 緩 衝 器 に お い て 、 モ ー タ が 、 螺 子 ナ ッ ト に 連 繋 す る コ イ ル も し く は 磁
石 の 一 方 と 、 第 ２ の 筒 内 に 固 定 さ れ る コ イ ル も し く は 磁 石 の 他 方 と で 構 成 さ れ 、 第 １ の 筒
の 外 方 に 第 ２ の 筒 に 連 結 さ れ る シ リ ン ダ を 設 け 、 第 １ の 筒 の 外 周 に 設 け た 環 状 の ピ ス ト ン
で シ リ ン ダ 内 を 作 動 油 が 充 填 さ れ る 上 室 と 下 室 と に 区 画 す る と と も に 、 上 室 と 下 室 と を 連
通 す る 通 路 を 設 け 、 当 該 通 路 に 減 衰 弁 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 第 ３ の 課 題 解 決 手 段 に お け る 電 磁 緩 衝 器 は 、 螺 子 ナ ッ ト と 、 螺 子 ナ ッ ト 内 に 回 転
自 在 に 螺 合 さ れ る 螺 子 軸 と 、 螺 子 軸 の 一 端 に 連 結 さ れ る モ ー タ と を 備 え 、 モ ー タ の 電 磁 力
で 螺 子 ナ ッ ト と 螺 子 軸 の 軸 方 向 の 相 対 移 動 を 抑 制 す る 電 磁 緩 衝 器 に お い て 、 作 動 油 が 充 填
さ れ る 筒 体 を 設 け 、 当 該 筒 体 内 に 回 転 自 在 に 挿 入 さ れ る 抵 抗 体 を 設 け 、 当 該 抵 抗 体 が 螺 子
軸 の 回 転 に よ り 回 転 可 能 と さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 第 ４ の 課 題 解 決 手 段 に お け る 電 磁 緩 衝 器 は 、 第 ３ の 課 題 解 決 手 段 に お い て 、 抵
抗 体 が 、 螺 子 軸 に 連 結 さ れ る 回 転 軸 と 、 回 転 軸 に 設 け た 複 数 の 羽 と で 構 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 各 請 求 項 の 発 明 に よ れ ば 、 モ ー タ に 生 じ る 誘 導 起 電 力 に よ っ て 減 衰 力 を 発 生 す る だ け で
な く 、 減 衰 弁 も し く は 作 動 油 の 抵 抗 に よ っ て も 減 衰 力 を 発 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し た が っ て 、 電 磁 緩 衝 器 の 伸 縮 速 度 が 速 い 場 合 に モ ー タ で 発 生 す る 減 衰 力 が 低 下 し て も
、 減 衰 弁 も し く は 作 動 油 の 抵 抗 に よ り そ の 減 衰 力 低 下 分 を 補 う こ と が 可 能 と な る 。 す な わ
ち 、 伸 長 速 度 が 速 く て も 充 分 な 減 衰 力 を 発 生 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 し た こ と か ら こ の 電 磁 緩 衝 器 が 特 に 車 両 に 適 用 さ れ る 場 合 に は 、 伸 縮 速 度 が 速 く て
も 充 分 な 減 衰 力 を 発 生 可 能 で あ り 、 減 衰 力 不 足 と い う 弊 害 を 招 来 す る こ と が な い の で 、 車
両 に お け る 乗 り 心 地 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 万 が 一 モ ー タ が 損 傷 し 、 モ ー タ が 電 磁 力 に 起 因 す る ト ル ク を 発 生 不 能 な 状 態 と な
っ た 場 合 で も 、 そ の 場 合 に は 、 通 常 の 油 圧 緩 衝 器 と し て 作 用 す る の で 、 減 衰 力 を 発 生 不 能
と な る 事 態 が 回 避 さ れ る 。 し た が っ て 、 フ ェ ー ル セ ー フ を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 積 極 的 に モ ー タ の 短 絡 の 死 活 を 制 御 す る こ と に よ り 、 通 常 の 油 圧 緩 衝 器 の 減 衰
特 性 に 、 モ ー タ が 発 生 す る 減 衰 特 性 を 上 乗 せ す る こ と が で き る の で 、 減 衰 特 性 を 調 整 す る
こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
 請 求 項 １ お よ び ２ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の 筒 と 第 ２ の 筒 と が 摺 接 し て い る の で 、 第 ２ の
筒 お よ び 螺 子 ナ ッ ト に 対 す る 螺 子 軸 の 軸 ぶ れ が 防 止 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 螺 子 ナ ッ ト
の 一 部 に 集 中 し て 荷 重 が か か る こ と を 防 止 で き 、 螺 子 ナ ッ ト も し く は 螺 子 軸 の 螺 子 溝 が 損
傷 す る 事 態 を 避 け る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 螺 子 ナ ッ ト も し く は 螺 子 軸 の 螺 子 溝 の 損 傷
を 防 止 で き る の で 、 螺 子 軸 と 螺 子 ナ ッ ト の 回 転 若 し く は 電 磁 緩 衝 器 の 伸 縮 方 向 へ の 移 動 の
各 動 作 の 円 滑 さ を 保 つ こ と が で き 、 上 記 各 動 作 の 円 滑 を 保 て る の で 、 電 磁 緩 衝 器 と し て 機
能 も 損 な わ れ ず 、 ひ い て は 、 電 磁 緩 衝 器 の 故 障 を 防 止 で き る 。 な お 、 外 筒 と 内 筒 と の 間 に
軸 受 を 別 途 も 受 け る 場 合 に は 、 外 筒 の 下 端 部 内 周 が 内 筒 の 外 周 面 を か じ っ て し ま い 外 筒 と
内 筒 と の 間 の シ ー ル 性 が 劣 化 し て し ま う 危 険 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の 電 磁 緩 衝 器 の よ う に モ ー タ を 螺 子 軸 の 上 部 に 垂 直 に 設
け る 必 要 が 無 い の で 、 緩 衝 器 に 必 要 な ス ト ロ ー ク 確 保 が で き 、 基 本 長 も 短 く す る こ と が で
き る 。 す な わ ち 、 省 ス ペ ー ス 化 を 図 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 取 付 ス ペ ー ス に 制 約 が
あ る 部 位 に 適 用 可 能 で あ っ て 、 必 要 な ス ト ロ ー ク を 確 保 可 能 で あ り 、 特 に 電 磁 緩 衝 器 を 車
両 に 適 用 す る 場 合 に は 、 基 本 長 を 短 く す る こ と が で き 、 車 両 に 必 要 と さ れ る 緩 衝 器 の ス ト
ロ ー ク を 確 保 で き る の で 、 車 両 へ の 搭 載 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 モ ー タ は 、 第 ２ の 筒 内 に 形 成 さ れ る か ら 、 従 来 で は デ ッ ド ス ペ ー ス で あ っ た 第 ２
の 筒 内 の 略 全 長 に わ た り 、 磁 石 お よ び コ イ ル を 形 成 す る こ と が で き る の で 、 電 磁 緩 衝 器 を
大 型 化 す る こ と な し に 、 モ ー タ の み を 大 型 化 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 電 磁 緩 衝 器 を
大 型 化 す る こ と な し に モ ー タ 出 力 を 大 き く す る こ と が で き る か ら 、 電 磁 緩 衝 器 に 高 減 衰 力
を 発 生 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 電 磁 緩 衝 器 内 に 減 衰 力 を 発 生 す る 作 動 油 お よ び 筒 体 お よ び 抵
抗 体 が 収 納 す る こ と が 可 能 と な り 、 電 磁 緩 衝 器 を ス リ ム か つ 省 ス ペ ー ス に す る こ と が で き
る 。 し た が っ て 、 電 磁 緩 衝 器 の 搭 載 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 羽 を 用 い る と 作 動 油 の 抵 抗 が 大 き い の で 効 果 的 に 螺 子
軸 の 回 転 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 筒 体 と 回 転 軸 と の 間 の １ 箇 所 の み に シ ー ル 部
材 を 設 け る だ け で 筒 体 内 を 密 封 で き る の で よ い の で 、 シ ー ル 部 材 が 複 数 必 要 と な る い わ ゆ
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る 油 圧 緩 衝 器 を 電 磁 緩 衝 器 に 抱 か せ る 構 造 に 比 較 し て 、 経 済 的 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 図 に 示 し た 実 施 の 形 態 に 基 づ き 、 本 発 明 を 説 明 す る 。 図 1は 、 本 発 明 の 第 １ の 実
施 の 形 態 に お け る 電 磁 緩 衝 器 を 概 念 的 に 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実
施 の 形 態 に お け る 電 磁 緩 衝 器 を 概 念 的 に 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実
施 の 形 態 に お け る 電 磁 緩 衝 器 を 概 念 的 に 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 電 磁 緩 衝 器 は 、 有 底 筒 状 の 第 １ の 筒 ２ と
、 第 １ の 筒 ２ 内 に 摺 動 自 在 に 挿 入 さ れ る 第 ２ の 筒 ５ と 、 第 ２ の 筒 ５ 内 に 設 け た 螺 子 ナ ッ ト
た る ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ と 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ 内 に 回 転 自 在 に 螺 合 さ れ 、 第 １ の 筒 ２ に
回 転 自 在 に 連 結 さ れ る 螺 子 軸 ３ と 、 モ ー タ １ と 、 第 １ の 筒 ２ の 外 方 に 設 け ら れ 第 ２ の 筒 ５
に 連 結 さ れ る シ リ ン ダ ２ ０ と 、 第 １ の 筒 ２ の 外 周 に 設 け た 環 状 の ピ ス ト ン ２ １ と 、 シ リ ン
ダ ２ ０ 内 に ピ ス ト ン ２ １ に よ り 区 画 さ れ る 上 室 Ｒ １ と 下 室 Ｒ ２ と 、 上 室 Ｒ １ と 下 室 Ｒ ２ と
を 連 通 す る 通 路 ３ ０ と 、 当 該 通 路 ３ ０ の 途 中 に 設 け た 減 衰 弁 ３ １ と で 構 成 さ れ 、 こ の 電 磁
緩 衝 器 が 伸 縮 す る 時 の ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 直 線 運 動 を 螺 子 軸 ３ の 回 転 運 動 に 変 換 し 、 上
記 回 転 運 動 を モ ー タ １ の シ ャ フ ト １ ａ に 伝 達 し て 当 該 モ ー タ １ に 電 磁 力 を 発 生 さ せ 、 こ の
電 磁 力 に 起 因 し 上 記 シ ャ フ ト １ ａ の 回 転 に 抗 す る ト ル ク を 上 記 螺 子 軸 ３ の 回 転 運 動 を 抑 制
す る こ と に よ る ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 直 線 運 動 を 抑 制 す る 減 衰 力 と し て 利 用 し 、 ボ ー ル 螺
子 ナ ッ ト ４ と 螺 子 軸 ３ と の 軸 方 向 の 相 対 移 動 を 抑 制 す る と 同 時 に 、 減 衰 弁 ３ １ を 作 動 油 Ｏ
が 通 過 す る と き 生 じ る 圧 力 損 失 に よ っ て も 減 衰 力 を 発 生 す る こ と が 出 来 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
 以 下 、 詳 細 な 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 第 １ の 筒 ２ は 、 有 底 筒 状 で あ っ て 、 そ の 内 周 側 に
は モ ー タ １ が 設 け ら れ る と と も に 、 モ ー タ １ の シ ャ フ ト １ ａ と 一 体 成 形 さ れ た 螺 子 軸 ３ が
ボ ー ル ベ ア リ ン グ ９ ， １ ０ を 介 し て 回 転 自 在 に 取 付 け ら れ て い る 。 な お 、 図 示 す る と こ ろ
で は 、 螺 子 軸 ３ と シ ャ フ ト １ ａ と が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る が 、 螺 子 軸 ３ と シ ャ フ ト １ ａ
と を 別 部 材 と し て 、 そ れ ぞ れ を 連 結 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 モ ー タ １ は 、 上 記 螺 子 軸 ３ と 一 体 成 形 さ れ た シ ャ フ ト １ ａ と 、 シ ャ フ ト １ ａ の 外 周 に 取
付 け ら れ た 磁 石 ７ ， ７ と 、 第 １ の 筒 ２ の 内 周 で あ っ て 上 記 磁 石 ７ ， ７ と 対 向 す る よ う に 取
付 け た コ ア ８ と 、 コ ア ８ に 嵌 装 し た コ イ ル ６ と で 構 成 さ れ る ブ ラ シ レ ス モ ー タ で あ っ て 、
こ の 場 合 、 第 １ の 筒 ２ が モ ー タ １ の フ レ ー ム と し て の 役 割 を 果 た し て い る 。 そ し て 、 モ ー
タ １ の 各 電 極 （ 図 示 せ ず ） は 、 制 御 回 路 等 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ る か 、 短 絡 さ れ て 閉 回
路 と さ れ 、 電 磁 力 に 起 因 す る シ ャ フ ト １ ａ の 回 転 に 抗 す る ト ル ク を 発 生 す る よ う に し て お
く こ と に よ り 、 所 望 の 減 衰 力 を 得 ら れ る よ う 調 整 さ れ る 。 な お 、 ブ ラ シ レ ス モ ー タ の 場 合
に は 、 回 転 子 の 位 置 検 出 手 段 と し て ホ ー ル 素 子 、 磁 気 セ ン サ や 光 セ ン サ 等 が 搭 載 さ れ て い
る が 、 単 に 電 磁 力 に 起 因 す る ト ル ク を 発 生 さ せ る 限 り に お い て は 上 記 位 置 検 出 手 段 を 設 け
る 必 要 は な い 。 た だ し 、 位 置 検 出 手 段 を 設 け る こ と に よ り 、 回 転 子 の 回 転 運 動 の 状 況 （ 回
転 角 や 角 速 度 等 ） を 把 握 す る こ と が で き る の で モ ー タ の 制 御 に 便 利 で あ る 。 た と え ば 、 ホ
ー ル 素 子 を 例 に 取 れ ば 、 外 部 電 源 か ら 当 該 素 子 に 通 電 し て お く こ と が 必 要 で あ る が 、 通 電
す る 為 の 電 線 を 当 該 素 子 に 接 続 し て 電 流 を 供 給 す る と す れ ば 良 く 、 ま た 、 外 部 電 源 を 用 い
ず と も 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 回 転 に よ り 発 電 さ れ る の で 、 こ の 誘 導 起 電 力 に よ っ て 発 生
さ れ る 電 流 を ホ ー ル 素 子 に 供 給 す る か 、 一 端 外 部 の バ ッ テ リ に 蓄 電 し て お い て 、 こ の バ ッ
テ リ か ら 電 流 を 供 給 す る と し て も よ い 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 コ イ ル ６ を 第 １
の 筒 ２ 側 に 、 磁 石 ７ ， ７ を シ ャ フ ト １ ａ 側 に 取 付 け て い る が 、 コ イ ル ６ を シ ャ フ ト １ ａ 側
に 、 磁 石 ７ ， ７ を 第 １ の 筒 体 ２ 側 に 取 付 け る と し て も 良 い 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て
は モ ー タ １ を ブ ラ シ レ ス モ ー タ と し て い る が 、 電 磁 力 発 生 源 と し て 使 用 可 能 で あ れ ば 、 様
々 な モ ー タ 、 た と え ば 直 流 モ ー タ や 交 流 モ ー タ 、 誘 導 モ ー タ 等 が 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 シ ャ フ ト １ ａ と 一 体 的 に 成 形 さ れ た 螺 子 軸 ３ は 、 そ の 外 周 に 螺 子 溝 ３ ａ が 設 け ら れ る て
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お り 、 第 １ の 筒 ２ 内 に 摺 動 自 在 に 挿 入 さ れ た 有 底 筒 状 の 第 ２ の 筒 ５ 内 に 挿 入 さ れ 、 さ ら に
、 こ の 第 ２ の 筒 ５ 内 に 嵌 着 さ れ た ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ 内 に 回 転 自 在 に 螺 合 さ れ て い る 。 こ
こ で 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 構 造 は 特 に 図 示 し な い が 、 た と え ば 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の
内 周 に は 、 螺 子 軸 ３ の 螺 旋 状 の 螺 子 溝 ３ ａ に 符 合 す る よ う に 螺 旋 状 の ボ ー ル 保 持 部 が 設 け
ら れ て お り 、 前 記 保 持 部 に 多 数 の ボ ー ル が 配 在 さ れ て な り 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 内 部 に
は ボ ー ル が 循 環 可 能 な よ う に 前 記 螺 旋 状 保 持 部 の 両 端 を 連 通 す る 通 路 が 設 け ら れ て い る も
の で あ っ て 、 螺 子 軸 ３ を 前 記 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ に 螺 合 さ れ た 場 合 に 、 螺 子 軸 ３ の 螺 旋 状
の 螺 子 溝 ３ ａ に ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の ボ ー ル が 嵌 合 し 、 螺 子 軸 ３ の 回 転 運 動 に 伴 い ボ ー ル
自 体 も 螺 子 軸 ３ の 螺 子 溝 ３ ａ と の 摩 擦 力 に よ り 回 転 す る の で 、 ラ ッ ク ア ン ド ピ ニ オ ン 等 の
機 構 に 比 べ 滑 ら か な 動 作 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 述 の よ う に 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ に は 螺 子 軸 ３ が 螺 子 溝 ３ ａ に 沿 っ て 回 転 自 在 に 螺 合
さ れ 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ が 螺 子 軸 ３ に 対 し 図 １ 中 上 下 方 向 の 直 線 運 動 を す る と 、 ボ ー ル
螺 子 ナ ッ ト ４ は た と え ば 車 体 も し く は 車 軸 側 に 固 定 さ れ る 内 筒 ５ に よ り 回 転 運 動 が 規 制 さ
れ て い る の で 、 螺 子 軸 ３ は 強 制 的 に 回 転 駆 動 さ れ る 。 す な わ ち 、 上 記 機 構 に よ り ボ ー ル 螺
子 ナ ッ ト ４ の 直 線 運 動 が 螺 子 軸 ３ の 回 転 運 動 に 変 換 さ れ る こ と と な る 。 ま た 、 ボ ー ル 螺 子
ナ ッ ト ４ が 図 １ 中 下 方 に 移 動 し て 電 磁 緩 衝 器 が 最 伸 び き り 状 態 と な っ た と き に は 、 螺 子 軸
３ の 図 １ 中 下 端 に 設 け た ク ッ シ ョ ン 部 材 １ ５ が ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 図 １ 中 下 端 に 当 接 し
て 、 螺 子 軸 ３ が ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ か ら 抜 け て し ま う こ と が 防 止 さ れ る と と も に 、 最 伸 び
き り 時 の 衝 撃 を 緩 和 し 、 さ ら に 、 螺 子 軸 ３ と 後 述 の 封 止 部 材 ２ ５ と の 干 渉 を 防 止 し て 最 圧
縮 時 の 衝 撃 を 緩 和 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
 な お 、 第 １ の 筒 ２ と 第 ２ の 筒 ５ と の 間 に は シ ー ル 部 材 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ 、 こ れ に
よ り 第 １ の 筒 ２ お よ び 第 ２ の 筒 ５ で 作 ら れ る 空 間 に 後 述 す る 作 動 油 Ｏ が 侵 入 し な い よ う に
な っ て い る 。 ち な み に 、 第 １ の 筒 ２ 内 に 第 ２ の 筒 ５ が 摺 動 自 在 に 挿 入 さ れ て い る が 、 第 １
の 筒 ２ と 第 ２ の 筒 ５ と の 間 に 環 状 の 軸 受 を 設 け る と し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 第 １ の 筒
２ の 下 端 部 内 周 が 第 ２ の 筒 ５ の 外 周 面 を か じ っ て し ま い 第 １ の 筒 ２ と 第 ２ の 筒 ５ と の 間 の
シ ー ル 性 が 劣 化 し て し ま う 危 険 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
 ま た 、 第 １ の 筒 ２ 内 に 第 ２ の 筒 ５ が 摺 動 自 在 に 挿 入 さ れ て い る こ と に よ り 、 第 ２ の 筒 ５
お よ び ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ に 対 す る 螺 子 軸 ３ の 軸 ぶ れ が 防 止 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 ボ
ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 一 部 の ボ ー ル （ 図 示 せ ず ） に 集 中 し て 荷 重 が か か る こ と を 防 止 で き 、
ボ ー ル も し く は 螺 子 軸 ３ の 螺 子 溝 ３ ａ が 損 傷 す る 事 態 を 避 け る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、
ボ ー ル も し く は 螺 子 軸 ３ の 螺 子 溝 ３ ａ の 損 傷 を 防 止 で き る の で 、 螺 子 軸 ３ と ボ ー ル 螺 子 ナ
ッ ト ４ の 回 転 若 し く は 電 磁 緩 衝 器 の 伸 縮 方 向 へ の 移 動 の 各 動 作 の 円 滑 さ を 保 つ こ と が で き
、 上 記 各 動 作 の 円 滑 を 保 て る の で 、 電 磁 緩 衝 器 と し て 機 能 も 損 な わ れ ず 、 ひ い て は 、 電 磁
緩 衝 器 の 故 障 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
 他 方 、 第 １ の 筒 ２ の 外 方 に は 、 筒 状 の シ リ ン ダ ２ ０ が 設 け ら れ 、 こ の シ リ ン ダ ２ ０ の 図
１ 中 下 端 は 、 封 止 部 材 ２ ５ を 介 し て 第 ２ の 筒 ５ の 図 １ 中 下 端 に 連 結 さ れ て い る 。 さ ら に 、
第 １ の 筒 ２ の 図 １ 中 下 端 外 周 に は 、 環 状 の ピ ス ト ン ２ １ が 設 け ら れ 、 こ の ピ ス ト ン ２ １ が
シ リ ン ダ ２ ０ の 内 周 に 摺 接 し て お り 、 こ の ピ ス ト ン ２ １ に よ り シ リ ン ダ ２ ０ 内 を 上 室 Ｒ １
と 下 室 Ｒ ２ と に 区 画 さ れ て い る 。 そ し て さ ら に 、 シ リ ン ダ ２ ０ を 覆 う 外 筒 ２ ３ が 設 け ら れ
、 こ の 外 筒 ２ ３ の 図 １ 中 下 端 も 上 記 封 止 部 材 ２ ５ に 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 シ リ ン ダ ２ ０
と 外 筒 ２ ３ の 図 １ 中 上 端 に は 、 円 板 状 の 封 止 部 材 ２ ６ が 設 け ら れ 、 こ の 封 止 部 材 ２ ６ の 内
周 が 第 １ の 筒 ２ の 外 周 に 摺 接 し て い る 。 な お 、 図 示 は し な い が 、 第 １ の 筒 ２ と 封 止 部 材 ２
６ と の 間 に は 図 示 し な い シ ー ル 部 材 が 設 け ら れ 、 シ リ ン ダ ２ ０ 内 と 外 筒 ２ ３ 内 が 密 封 状 態
と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
 そ し て 、 シ リ ン ダ ２ ０ と 外 筒 ２ ３ と の 間 の 隙 間 を リ ザ ー バ Ｒ と し て 、 こ の リ ザ ー バ Ｒ に
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は 、 作 動 油 Ｏ と 気 体 Ｇ が 封 入 さ れ 、 さ ら に 、 上 記 上 室 Ｒ １ と 下 室 Ｒ ２ 内 に も 、 作 動 油 Ｏ が
封 入 さ れ て い る 。 ま た 、 ピ ス ト ン ２ １ に は 、 上 室 Ｒ １ と 下 室 Ｒ ２ と を 連 通 す る 通 路 ３ ０ が
設 け ら れ る と と も に 、 当 該 通 路 ３ ０ に は 、 減 衰 弁 ３ １ が 設 け ら れ 、 封 止 部 材 ２ ５ に は 、 下
室 Ｒ ２ と リ ザ ー バ Ｒ と を 連 通 す る 通 路 ３ ２ が 設 け ら れ る と と も に 、 減 衰 弁 ３ ３ が 設 け ら れ
て い る 。 な お 、 減 衰 弁 ３ １ ， ３ ３ に は 、 作 動 油 Ｏ の 通 過 時 に 減 衰 力 を 発 生 可 能 な 公 知 の 減
衰 弁 を 用 い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
 ま た 、 第 １ の 筒 ２ の 図 １ 中 上 端 お よ び 封 止 部 材 ２ ５ の 図 １ 中 下 端 に は 、 そ れ ぞ れ 図 示 し
な い ブ ラ ケ ッ ト が 設 け ら れ 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト に よ り 、 電 磁 緩 衝 器 を 、 た と え ば 、 車 体 と 車
軸 と の 間 に 取 付 け る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
 第 １ の 実 施 の 形 態 の 電 磁 緩 衝 器 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る が 、 つ づ い て そ の 作 用 に つ
い て 説 明 す る 。 ま ず 、 電 磁 緩 衝 器 に 伸 長 す る 、 す な わ ち 、 第 ２ の 筒 ５ に 対 し 第 １ の 筒 ２ が
図 １ 中 上 方 に 移 動 す る と 、 こ の 第 １ の 筒 ２ に 連 結 さ れ て い る 螺 子 軸 ３ に 対 し ボ ー ル 螺 子 ナ
ッ ト ４ が 図 １ 中 下 方 へ の 直 線 運 動 す る こ と と な る が 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ は そ の 回 転 が 規
制 さ れ て い る の で 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ と 螺 子 軸 ３ の ボ ー ル 螺 子 機 構 に よ り 、 螺 子 軸 ３ の
回 転 運 動 に 変 換 さ れ 、 螺 子 軸 ３ に 一 体 な モ ー タ １ の シ ャ フ ト １ ａ も 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 モ ー タ １ の シ ャ フ ト １ ａ が 回 転 運 動 を 呈 す る と 、 モ ー タ １ 内 の コ イ ル ６ が 磁 石 の 磁 界 を
横 ぎ る こ と と な り 、 誘 導 起 電 力 が 発 生 し 、 上 述 の 通 り モ ー タ １ の 各 電 極 を 短 絡 等 し て あ り
、 モ ー タ １ の 電 磁 力 に 起 因 す る シ ャ フ ト １ ａ の 回 転 に 抗 す る ト ル ク を 発 生 す る よ う に コ イ
ル ６ に 電 流 が 流 れ る よ う に し て あ る た め 、 上 記 シ ャ フ ト １ ａ の 回 転 に 抗 す る ト ル ク が シ ャ
フ ト １ ａ の 回 転 運 動 を 抑 制 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の シ ャ フ ト １ ａ の 回 転 運 動 を 抑 制 す る 作 用 は 、 上 記 螺 子 軸 ３ の 回 転 運 動 を 抑 制 す る こ
と と な り 、 螺 子 軸 ３ の 回 転 運 動 が 抑 制 さ れ る の で ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 上 記 直 線 運 動 を 抑
制 す る よ う に 働 く 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 し た が っ て 、 上 記 モ ー タ １ の 電 磁 力 に 起 因 す る 上 記 シ ャ フ ト １ ａ に 抗 す る ト ル ク は 、 ボ
ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 上 記 直 線 運 動 を 抑 制 す る の で 、 第 ２ の 筒 ５ に 対 す る 第 １ の 筒 ２ の 直 線
運 動 を 抑 制 す る 減 衰 力 と し て 作 用 し 、 振 動 エ ネ ル ギ を 吸 収 緩 和 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 同 時 に 、 第 １ の 筒 ２ が 、 第 ２ の 筒 ５ に 対 し 、 図 １ 中 上 方 に 移 動 す る と 、 第 １ の 筒 ２
の 外 周 に 設 け ら れ た ピ ス ト ン ２ １ が 図 １ 中 上 方 に 移 動 す る の で 、 上 室 Ｒ １ が 収 縮 し 、 上 室
Ｒ １ 内 の 圧 力 が 上 昇 す る の で 、 上 室 Ｒ １ 内 の 作 動 油 Ｏ は 、 通 路 ３ ０ を 介 し て 下 室 Ｒ ２ 内 に
流 入 す る 。 さ ら に 、 シ リ ン ダ ２ ０ 内 か ら 退 出 す る 第 １ の 筒 ２ の 体 積 分 の 作 動 油 Ｏ が 下 室 Ｒ
２ 内 で 不 足 す る の で 、 こ の 不 足 す る 作 動 油 Ｏ は 、 通 路 ３ ２ を 介 し て リ ザ ー バ Ｒ か ら 補 償 さ
れ る 。 す る と 、 作 動 油 Ｏ が 、 減 衰 弁 ３ １ ， ３ ３ を 通 過 す る の で 、 こ の と き 生 じ る 圧 力 損 失
に 見 合 っ た 減 衰 力 が 発 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 逆 に 、 電 磁 緩 衝 器 が 収 縮 す る と 、 や は り 、 螺 子 軸 ３ が ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ に よ り 回 転 さ
せ ら れ る の で 、 モ ー タ １ が そ の 回 転 を 抑 制 す る ト ル ク を 発 生 す る の で 、 モ ー タ １ に よ り 減
衰 力 が 発 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 第 １ の 筒 ２ が 、 第 ２ の 筒 ５ に 対 し 、 図 １ 中 下 方 に 移 動 す る の で 、 第 １ の 筒 ２ の
外 周 に 設 け ら れ た ピ ス ト ン ２ １ が 図 １ 中 下 方 に 移 動 し 、 下 室 Ｒ １ が 収 縮 し 、 下 室 Ｒ ２ 内 の
圧 力 が 上 昇 す る の で 、 下 室 Ｒ ２ 内 の 作 動 油 Ｏ は 、 通 路 ３ ０ を 介 し て 上 室 Ｒ １ 内 に 流 入 す る
。 さ ら に 、 シ リ ン ダ ２ ０ 内 に 侵 入 す る 第 １ の 筒 ２ の 体 積 分 の 作 動 油 Ｏ が 下 室 Ｒ ２ 内 で 余 剰
と な る の で 、 こ の 余 剰 の 作 動 油 Ｏ は 、 通 路 ３ ２ を 介 し て リ ザ ー バ Ｒ へ 流 出 さ れ る 。 す る と
、 作 動 油 Ｏ が 、 減 衰 弁 ３ １ ， ３ ３ を 通 過 す る の で 、 こ の と き 生 じ る 圧 力 損 失 に 見 合 っ た 減
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衰 力 が 発 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 す な わ ち 、 本 電 磁 緩 衝 器 に お い て は 、 モ ー タ １ に 生 じ る 誘 導 起 電 力 に よ っ て 減 衰 力 を 発
生 す る だ け で な く 、 減 衰 弁 ３ １ ， ３ ３ に よ っ て も 減 衰 力 を 発 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 し た が っ て 、 電 磁 緩 衝 器 の 伸 縮 速 度 が 速 い 場 合 に モ ー タ １ で 発 生 す る 減 衰 力 が 低 下 し て
も 、 上 記 減 衰 弁 ３ １ ， ３ ３ に よ り そ の 減 衰 力 低 下 分 を 補 う こ と が 可 能 と な る 。 す な わ ち 、
伸 長 速 度 が 速 く て も 充 分 な 減 衰 力 を 発 生 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 し た こ と か ら こ の 電 磁 緩 衝 器 が 特 に 車 両 に 適 用 さ れ る 場 合 に は 、 伸 縮 速 度 が 速 く て
も 充 分 な 減 衰 力 を 発 生 可 能 で あ り 、 減 衰 力 不 足 と い う 弊 害 を 招 来 す る こ と が な い の で 、 車
両 に お け る 乗 り 心 地 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 万 が 一 モ ー タ １ が 損 傷 し 、 モ ー タ １ が 電 磁 力 に 起 因 す る ト ル ク を 発 生 不 能 な 状 態
と な っ た 場 合 で も 、 そ の 場 合 に は 、 通 常 の 油 圧 緩 衝 器 と し て 作 用 す る の で 、 減 衰 力 を 発 生
不 能 と な る 事 態 が 回 避 さ れ る 。 し た が っ て 、 フ ェ ー ル セ ー フ を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 積 極 的 に モ ー タ １ の 短 絡 の 死 活 を 制 御 す る こ と に よ り 、 通 常 の 油 圧 緩 衝 器 の 減
衰 特 性 に 、 モ ー タ １ が 発 生 す る 減 衰 特 性 を 上 乗 せ す る こ と が で き る の で 、 減 衰 特 性 を 調 整
す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 油 圧 緩 衝 器 の 部 分 は リ ザ ー バ Ｒ が シ リ ン ダ ２ ０ の 外 側
に 配 置 さ れ る 、 い わ ゆ る 複 筒 型 に 形 成 さ れ て い る が 、 た と え ば 、 上 室 Ｒ １ の 上 方 も し く は
下 室 Ｒ ２ の 下 方 に フ リ ー ピ ス ト ン を 設 け る こ と に よ り リ ザ ー バ を 形 成 し て 単 筒 型 に 形 成 さ
れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ち な み に 、 モ ー タ １ は 、 第 １ の 筒 ２ 内 に 設 け ら れ て い る が 、 構 造 が 複 雑 と な る が 、 第 ２
の 筒 ５ 内 に 上 下 移 動 の み を 許 容 す る よ う に モ ー タ １ を 挿 入 し 、 モ ー タ １ の シ ャ フ ト １ ａ と
螺 子 軸 ３ を 連 結 す れ ば 、 モ ー タ １ を 第 ２ の 筒 ５ 内 に 設 け る と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 つ づ い て 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 電 磁 緩 衝 器
は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て 第 １ の 筒 ２ 内 に 回 転 自 在 に 連 結 さ れ て
い る 螺 子 軸 ３ が 、 第 １ の 筒 ２ の 底 部 に 固 定 さ れ て 連 結 さ れ る と と も に 、 モ ー タ が 第 ２ の 筒
５ 内 に 設 け ら れ て い る 。 他 の 部 材 に つ い て は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る の で 、 同 様
の 部 材 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 す る の み と し て そ の 詳 し い 説 明 は 省 略 す る こ と と す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 と 異 な る モ ー タ ４ １ は 、 第 ２ の 筒 ５ 内 に ボ ー ル ベ ア リ ン グ ４ ８ ， ４ ９
を 介 し て 回 転 自 在 に 嵌 合 さ れ る ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ と 、 第 ２ の 筒 ５ 内 周 に 嵌 装 さ れ た コ ア
４ ５ と 、 コ ア ４ ５ に 巻 装 し た コ イ ル ４ ６ と 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 図 ２ 中 下 端 か ら 垂 下 さ
れ る 複 数 の 磁 石 ４ ７ ， ４ ７ と で 構 成 さ れ 、 上 記 磁 石 ４ ７ ， ４ ７ は 上 記 コ イ ル ４ ６ お よ び コ
ア ４ ５ に 対 向 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ が 第 ２ の 筒 ５ に
対 し て 回 転 運 動 を 呈 す る と 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 図 １ 中 下 端 か ら 垂 下 さ れ る 磁 石 ４ ７ ，
４ ７ も 回 転 す る の で 、 コ イ ル ４ ６ が 上 記 磁 石 ４ ７ ， ４ ７ の 発 生 す る 磁 界 を 横 切 る こ と に よ
り 誘 導 起 電 力 を 発 生 す る 。 し た が っ て 、 モ ー タ ４ １ は 、 上 記 し た ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ 、 第
２ の 筒 ５ 、 コ ア ４ ５ 、 コ イ ル ４ ６ お よ び 磁 石 ４ ７ ， ４ ７ で 構 成 さ れ る ブ ラ シ レ ス モ ー タ で
あ っ て 、 こ の 場 合 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ が シ ャ フ ト と し て 、 第 ２ の 筒 ５ が フ レ ー ム と し て
の 役 割 を 果 た し て い る 。 な お 、 磁 石 ４ ７ ， ４ ７ の 下 端 は 、 第 ２ の 筒 ５ の 内 周 に 嵌 合 す る ボ
ー ル ベ ア リ ン グ ５ ０ 内 に 嵌 合 し て お り 、 磁 石 ４ ７ ， ４ ７ の 軸 ぶ れ が 防 止 さ れ て お り 、 磁 石
４ ７ ， ４ ７ が 螺 子 軸 ３ や 第 ２ の 筒 ５ と 干 渉 す る こ と が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 そ し て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 螺 子 軸 ３ が ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ 内 に 螺 合 さ れ る が
、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 筒 ２ が 第 ２ の 筒 ５ に 対 し 、 移 動 す る と 、 螺 子 軸 ３ は そ の
回 転 が 第 １ の 筒 ２ に よ り 規 制 さ れ て い る の で 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ が 強 制 的 に 回 転 さ せ ら
れ る 。 そ し て 、 こ の ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 回 転 に よ り 磁 石 ４ ７ ， ４ ７ も 回 転 す る の で 、 コ
イ ル ４ ６ が 上 記 磁 石 ４ ７ ， ４ ７ の 発 生 す る 磁 界 を 横 切 る こ と に よ り 誘 導 起 電 力 を 発 生 し 、
モ ー タ ４ １ は 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 回 転 に 抗 す る ト ル ク を 発 生 す る の で 、 螺 子 軸 ３ の 直
線 運 動 が 抑 制 さ れ る こ と に な る 。 し た が っ て 、 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て も 、 モ ー タ
４ １ に よ り 減 衰 力 が 発 生 さ れ る が 、 他 の 部 材 に つ い て は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る の
で 、 こ の 電 磁 緩 衝 器 が 伸 縮 す る と 、 減 衰 弁 ３ １ ， ３ ３ に よ っ て も 減 衰 力 が 発 生 さ れ る 。 す
な わ ち 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 電 磁 緩 衝 器 の 伸 縮 速 度 が 速 い 場 合 に モ ー タ １ で 発 生
す る 減 衰 力 が 低 下 し て も 、 上 記 減 衰 弁 ３ １ ， ３ ３ に よ り そ の 減 衰 力 低 下 分 を 補 う こ と が 可
能 と な る 。 す な わ ち 、 伸 長 速 度 が 速 く て も 充 分 な 減 衰 力 を 発 生 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 し た こ と か ら こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 電 磁 緩 衝 器 が 特 に 車 両 に 適 用 さ れ る 場
合 に は 、 伸 縮 速 度 が 速 く て も 充 分 な 減 衰 力 を 発 生 可 能 で あ り 、 減 衰 力 不 足 と い う 弊 害 を 招
来 す る こ と が な い の で 、 車 両 に お け る 乗 り 心 地 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 従 来 の 電 磁 緩 衝 器 の よ う に モ ー タ を 螺 子 軸 の 上 部
に 垂 直 に 設 け る 必 要 が 無 い の で 、 緩 衝 器 に 必 要 な ス ト ロ ー ク 確 保 が で き 、 基 本 長 も 短 く す
る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 省 ス ペ ー ス 化 を 図 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 取 付 ス ペ ー
ス に 制 約 が あ る 部 位 に 適 用 可 能 で あ っ て 、 必 要 な ス ト ロ ー ク を 確 保 可 能 で あ り 、 特 に 電 磁
緩 衝 器 を 車 両 に 適 用 す る 場 合 に は 、 基 本 長 を 短 く す る こ と が で き 、 車 両 に 必 要 と さ れ る 緩
衝 器 の ス ト ロ ー ク を 確 保 で き る の で 、 車 両 へ の 搭 載 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 モ ー タ は 、 第 ２ の 筒 ５ 内 に 形 成 さ れ る か ら 、 従 来 で は デ ッ ド ス ペ ー ス で あ っ た 第
２ の 筒 ５ 内 の 略 全 長 に わ た り 、 磁 石 お よ び コ イ ル を 形 成 す る こ と が で き る の で 、 電 磁 緩 衝
器 を 大 型 化 す る こ と な し に 、 モ ー タ の み を 大 型 化 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 電 磁 緩 衝
器 を 大 型 化 す る こ と な し に モ ー タ 出 力 を 大 き く す る こ と が で き る か ら 、 電 磁 緩 衝 器 に 高 減
衰 力 を 発 生 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ ら に 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 電 磁 緩 衝 器 は
、 図 ３ に 示 す よ う に 、 モ ー タ ５ ０ と 、 モ ー タ ５ ０ の シ ャ フ ト （ 図 示 せ ず ） に 連 結 さ れ た 螺
子 軸 ３ と 、 螺 子 軸 ３ が 螺 合 す る ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ と 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ が 嵌 着 さ れ る
筒 ６ ０ と 、 螺 子 軸 ３ の 先 端 に 設 け た 抵 抗 体 ７ ０ と 、 抵 抗 体 ７ ０ を 囲 う 筒 体 ８ ０ と で 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 詳 し く 説 明 す る と 、 モ ー タ ５ ０ は 、 図 示 は し な い が 、 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同
様 に 、 コ イ ル と 磁 石 と シ ャ フ ト と で 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の シ ャ フ ト に 螺 子 軸 ３ が
連 結 も し く は 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 螺 子 軸 ３ は や は り 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ 内
に 回 転 自 在 に 螺 合 さ れ て い る 。 他 方 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ は 、 筒 ６ ０ 内 に 嵌 着 さ れ 、 筒 ６
０ の 内 周 に は 、 そ の 軸 方 向 に 沿 う よ う に キ ー ６ １ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 螺 子 軸 ３ の
先 端 に は 、 抵 抗 体 ７ ０ が 設 け ら れ 、 こ の 抵 抗 体 ７ ０ は 、 螺 子 軸 に 連 結 さ れ る 回 転 軸 ７ １ と
、 回 転 軸 ７ １ の 外 周 に 設 け た 複 数 の 羽 ７ ２ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 そ し て 、 こ の 抵 抗 体 ７ ０ は 、 同 じ く 螺 子 軸 ３ の 先 端 に 設 け た 筒 体 ８ ０ 内 に 収 納 さ れ て い
る 。 こ の 筒 体 ８ ０ に は 、 回 転 軸 ７ １ の 先 端 が 嵌 合 す る ボ ー ル ベ ア リ ン グ ８ １ が 内 設 さ れ て
お り 、 図 ３ 中 上 端 開 口 部 に は 螺 子 軸 ３ に 摺 接 す る シ ー ル 部 材 ８ ２ が 設 け ら れ 、 筒 体 ８ ０ 内
は 密 封 状 態 と さ れ 、 こ の 筒 体 ８ ０ 内 に は 作 動 油 Ｏ が 充 填 さ れ て い る 。 さ ら に 、 筒 体 ８ ０ の
外 周 に は 、 上 記 筒 ６ ０ の 内 周 に 設 け た キ ー ６ １ に 係 合 す る キ ー 溝 ８ ３ が 設 け ら れ 、 筒 体 ８
０ は 、 筒 ６ ０ に 対 し 回 転 の み が 規 制 さ れ 、 軸 方 向 、 す な わ ち 図 ３ 中 上 下 方 向 の 移 動 の み が
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許 容 さ れ て い る 。 な お 、 筒 体 ８ ０ が 螺 子 軸 ３ か ら 脱 落 し な い よ う に 、 た と え ば 、 抵 抗 体 ７
０ の 回 転 軸 ７ １ の 外 周 側 と 筒 体 ８ ０ の 内 周 側 に そ れ ぞ れ 係 合 す る ス ト ッ パ を 設 け て も よ い
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 す な わ ち 、 筒 体 ８ ０ は 、 螺 子 軸 ３ に 連 繋 し て 図 ３ 中 上 下 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る が
、 螺 子 軸 ３ が 回 転 に は 追 随 す る こ と は な い 。 し た が っ て 、 抵 抗 体 ７ ０ は 筒 体 ８ ０ に 対 し て
回 転 運 動 を 呈 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 さ て 、 こ の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 電 磁 緩 衝 器 が 伸 縮 す る と 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ が
図 ３ 中 上 下 方 向 に 移 動 す る 。 す る と 、 ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ に よ り 螺 子 軸 ３ が 強 制 的 に 回 転
さ せ ら れ る が 、 こ の と き 、 モ ー タ ４ １ が 螺 子 軸 ３ の 回 転 に 抗 す る ト ル ク を 発 生 す る の で 、
結 果 的 に ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト ４ の 上 下 方 向 の 直 線 運 動 が 抑 制 さ れ 、 こ れ に よ り 減 衰 力 が 発 生
さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 同 時 に 、 螺 子 軸 ３ の 先 端 に 設 け ら れ た 抵 抗 体 ７ ０ も 回 転 す る が 、 回 転 軸 ７ １ の 外
周 に 設 け ら れ た 羽 ７ ２ は 作 動 油 Ｏ 内 で 回 転 す る か ら 、 作 動 油 Ｏ が 抵 抗 体 ７ ０ の 回 転 に 対 し
抵 抗 と な り 、 結 果 的 に 螺 子 軸 ３ の 回 転 を 抑 制 す る こ と と な る 。 す な わ ち 、 こ の 作 動 油 Ｏ の
抵 抗 に よ り 減 衰 力 が 発 生 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 し た が っ て 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お い て も 、 こ の 電 磁 緩 衝 器 が 伸 縮 す る と 、 モ ー タ ４ １
以 外 の 作 動 油 Ｏ の 抵 抗 に よ っ て も 減 衰 力 が 発 生 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同
様 に 、 電 磁 緩 衝 器 の 伸 縮 速 度 が 速 い 場 合 に モ ー タ ４ １ で 発 生 す る 減 衰 力 が 低 下 し て も 、 上
記 作 動 油 Ｏ の 抵 抗 に よ り そ の 減 衰 力 低 下 分 を 補 う こ と が 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 伸 長 速 度
が 速 く て も 充 分 な 減 衰 力 を 発 生 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 記 し た こ と か ら こ の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 電 磁 緩 衝 器 が 特 に 車 両 に 適 用 さ れ る 場
合 に は 、 伸 縮 速 度 が 速 く て も 充 分 な 減 衰 力 を 発 生 可 能 で あ り 、 減 衰 力 不 足 と い う 弊 害 を 招
来 す る こ と が な い の で 、 車 両 に お け る 乗 り 心 地 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 第 １ 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 の よ う に 、 電 磁 緩 衝 器 の 外 周 に さ ら に 油 圧 緩 衝 器 の 構 成
を 設 け る の で は な く 、 電 磁 緩 衝 器 内 に 減 衰 力 を 発 生 す る 作 動 油 Ｏ お よ び 筒 体 ８ ０ お よ び 抵
抗 体 ７ ０ が 収 納 さ れ て い る の で 、 電 磁 緩 衝 器 を ス リ ム か つ 省 ス ペ ー ス に す る こ と が で き る
。 し た が っ て 、 電 磁 緩 衝 器 の 搭 載 性 が 向 上 す る 。 さ ら に 、 筒 体 ８ ０ と 回 転 軸 ７ １ と の 間 の
１ 箇 所 の み に シ ー ル 部 材 ８ ２ を 設 け る だ け で 筒 体 ８ ０ 内 を 密 封 で き る の で よ い の で 、 シ ー
ル 部 材 が 複 数 必 要 と な る 他 の 実 施 の 形 態 の よ う な い わ ゆ る 油 圧 緩 衝 器 を 電 磁 緩 衝 器 に 抱 か
せ る 構 造 に 比 較 し て 、 経 済 的 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 抵 抗 体 の 形 状 に つ い て は 、 上 記 し た 以 外 に も 、 螺 子 軸 ３ の 回 転 を 抑 制 可 能 で あ る
限 り に お い て ど の よ う な 形 状 と し て も よ い が 、 上 記 の よ う に 複 数 の 羽 ７ ２ を 用 い る と 作 動
油 Ｏ の 抵 抗 が 大 き い の で 効 果 的 に 螺 子 軸 ３ の 回 転 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 上 記 し た と こ ろ で は 、 電 磁 緩 衝 器 を 特 に 車 両 に 適 用 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が
、 通 常 緩 衝 器 が 使 用 さ れ る 部 位 に こ の 電 磁 緩 衝 器 を 使 用 可 能 な こ と は 無 論 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 以 上 で 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て の 説 明 を 終 え る が 、 本 発 明 の 範 囲 は 図 示 さ れ ま た
は 説 明 さ れ た 詳 細 そ の も の に は 限 定 さ れ な い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 電 磁 緩 衝 器 を 概 念 的 に 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 電 磁 緩 衝 器 を 概 念 的 に 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 電 磁 緩 衝 器 を 概 念 的 に 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 １ ， ４ １ ， ５ ０ 　 　 モ ー タ
　 １ ａ 　 シ ャ フ ト
　 ２ 　 　 第 １ の 筒
　 ３ 　 　 螺 子 軸
　 ３ ａ 　 螺 子 溝
　 ４ 　 　 螺 子 ナ ッ ト た る ボ ー ル 螺 子 ナ ッ ト
　 ５ 　 　 第 ２ の 筒
　 ６ ， ４ ６ 　 コ イ ル
　 ７ ， ４ ７ 　 磁 石
　 ２ ０ 　 シ リ ン ダ
　 ２ １ 　 ピ ス ト ン
　 ２ ３ 　 外 筒
　 ３ ０ 　 通 路
　 ３ １ 　 減 衰 弁
　 ７ ０ 　 抵 抗 体
　 ７ １ 　 回 転 軸
　 ７ ２ 　 羽
　 ８ ０ 　 筒 体
　 Ｒ 　 　 リ ザ ー バ
　 Ｒ １ 　 上 室
　 Ｒ ２ 　 下 室
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【 図 ３ 】
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